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文鱗瀧王の話（漢訳仏典
『四分律』より）
昨年三月、
大阪市天王寺の市立美術館で、「アンコールワット
とクメール美術の一000年展」を見た。
当日会場で購入した写
呉集の解説0の初めに、
主他者の「ごあいさつ」が載っていて、
それを読むと、
アンコールワットとクメール美術の大要がわかる。
六世紀頃、
現在のカンポジアの地を中心として、
クメール族
による仏教・
ヒンドゥー教の美術が花開き、
およそ一000年
もの長きにわたって栄華を誇りました。特に九世紀になってアンコールの地が王都とされると、
ここを中心に歴代の王によっ
て神々や諸仏を祀る寺院が相次いで建造され、
クメール美術は
黄金期を迎えます。
なかでも、
荘戦な彫刻が施されたアンコ ルワット追跡はク
メール美術を代表するも といえますが、周辺に
は他にも多く
の逍跡が存在し、
アンコール逍跡群と呼ばれています。一九九
二年にユネスコの世界迅産にも登録されたこれらの追跡群の彫刻は、
独自の洗綽された造形美術をもつものとして、
世界的に
高い評価を得ています。（以下略）
（注
クメール族はカンポジア人。アンコールは王都、
ワット
は寺院の意味。
アンコールワット遺跡は、
カンポジアの西北部、
タイとの国境に近いところにある。）わたしは主として仏像を見学した。
立像もあれば坐像もあった。
日本人から見ると、
少し口の大きい点を除けぱ、
日本で見恨れた
仏像と大して変わらなかった。
しかし、
坐像の台座を見て鷲いた。
普通の蓮台の他に、
奇妙な形の台座がある。
よく見ると、
とぐろ
を巻いた大蛇な である。大きな鱗が一枚一枚たんねんに彫り付けられて る。仏像の後には光背に当 る所に、
大蛇の頭が伸び
て、
仏像を覆う形になっている。頭は―つではなく、
数えると、
七つ。中央に一っ、左右三つずつ横並びに ている。エラが張っていて、
晋通のヘピと形が述っている。招説密のお世話になろう。
三限にとぐろををくナーガの上に禅定印を結んで坐るプッダ
像ので、
ナーガは首をもたげ、
七つの頭を広げてプッダを背後
から守るしぐさをしている。
これは、
悟りを開いたのちも瞑想
を続けるプッダを長く降り税く雨から守るため、地中より現れ
大
坪
併
ム口、>、、
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た蛇神ムチリンダが自らの身体を傘にしてプッダの上に差し掛けたという仏伝の一楊面を表している。
ナ ー ガ は 漢 訳 教 典 で は
， 瀧 と 訳 さ れ る が 、
本来は
蛇 （ コ プ ラ ） で あ る 。 （ ― - 五 頁
、 「 47
ナ ー ガ の 上 の プ ッ ダ 」 よ り ）コ
プ ラ は 、
周 矧 の よ う に 、
熱 帝 に 住 む 、
猛癖を持った蛇で
、長
さ五米に達するものもいると言う。
そ の 恐 ろ し い 班 蛇 の と ぐ ろ の
上 に 、
や さ し い 顔 の 仏 像 が 坐 っ て い る の で あ る 。
それは実に異様
な構図であった。．し
かし、
わ た し は 、
この時点では、「仏伝の一
場面」の出典を知らなかった。仏教は包容力に宮んだ宗
教で、
異
教の神々も、
う ま く 取 り 込 ん で 、
仏 教 の 守 設 神 に し て し ま う 。
恐
ろ し い 甜 蛇 ま で も ｀
仏 陀 の 慈 悲 に 救 わ れ 帰 依 し て 、
仏 教 の 守 り 神
となったというのであろうと、
自 分 な り の 解 釈 を し な が ら 婦 っ て
来た
。
ところが間もなく、
わたしは、「仏伝の一場面」が、
現 在 朋 読
中 の 石 山 寺 本 r 四 分 律 』 の 中 に あ る の に 気 が つ い
た 。
こ の 査 料 に
は 、 平安 極 初 期 の 白 点 （ コ に 上 代 特 殊 仮 名 造 の 区 別 を 止 め て い る ）が 加 え ら れ て い て 、 訓 読 す る こ と が 可 能 で あ る 。 「 仏 伝 の 一 楊 mi 」の 確 実 な 出 典 の 一 っ を 、
身 近 な 資 科 に 発 見 す る こ と が で き た こ と
を喜んだ。これもまた、仏陀の慈悲によるもの
かも知れない。
r妙
法 蓮 華 経 』 や 『 金 光 明 倣 勝 王 経 』 の よ う な 、
よ く 知 ら れ た 経 と 違 っ
て、『四分律』・は、
読 者 に 馴 染 み の 薄 い 仏 典 で 、
ご存じない方が
多 か ろ う と 思 わ れ る の で 、
わたしが解読したものを紹介すること
に す る 。 （ 『 四 分 律 』 は 、
僧 の 守 る ぺ き 戒 律 を 説 く 。 原 典 は 仏 滅 後
1 0 0 年 に 、
愚 無 徳 が 上 座 部 の 根 本 律 （ 八 〇 誦 ） か
ら、
四 度 に 抄
出 し た も の で 、
漢訳されたのは、
支 那 の 挑 秦 の 弘 始 l 0 年 ＾ 西 暦
四 0 八 年 、
日本では、
反 正 天 皇 の 郎 位 三 年 〉 、
訳者は囮賓の人、
仏 陀 耶 舎 ( B u d d h a y a s a s 、
党 称 と 訳 す ） 、
訳場は長安の中寺と伝
える。
わが国に伝来したの
は 鑑 其 の 渡 来 と 関 係 が
あるのであろ
う。
）
（ 原 文 ）時、
世 雌 食 二 彼 食 一 已 、
即 詣 二 文 隣樹 ・ 文 隣水 ・ 文隣 龍 王 宮 ― °
到 レ 彼 巳 、
結 珈 扶 坐 七 日 思 惟 不 レ 動 。 遊 二 解 脱 三 昧 l ‘
而 自 娯 楽
。
爾 時 、
七日、
天 大 暴 雨 極 寒 。 文 閑 龍 王 自 出 二 其 宮 l 、
以 レ 身 逸 k 仏 、
頭蔭二仏上―‘
而 白 レ 仏 言 、 「 不 レ 寒 不 レ 熱 邪 。 不 二 為 レ 風 翌 日 暴 ー 。
不 下 為 二 蚊 虻 一 所 中 触 燒 上 邪 。 」 爾 時 、
七 日 後 、
雨 止 消 明 。
時、
竜
王 已 見 三雨 止 消 明 ズ 還 解 レ 身 不 二 復 逸 l レ 仏 。
即 化 1 l 作 一 年 少 婆
羅 門 一 、
在二
如来前一合掌胡脆、
礼 二 如 来 足 一 。 時 、
世 賑 七 日 後 、
従 二 三 昧 一 起 、
即 以 二 此 僑 一 而 猥 曰 、
r 離 レ 欲 歓 喜 築 。 談 二 察 法 l 亦 築 。 世 rJJ 元 レ 忠 築 。 不 レ 姫 二 於 衆 生 ― °
世 間 元 レ 欲 築 。 越 ― 一 度 於 欲 界 一 、 能 伏 二 我 慢 一 者 、 此 骰 第 一 築 。 」
爾 時 、
文 燒 能 王 前 白 レ 仏 言 、 「 我 所 下 以 身 追 二 如 来
一 、
頭 蔽 中 如 来 上
者、
不レ欲―ー燒二退如来一。
但 恐 下 如 来 身 為 二 寒 熱 ， 風 誤 ・ 日 暴 ，
蚊虻玉m上レ撓。
以 二 是 故 ― ‘
添 二
仏
身 一
、
頭 蔽 二 其 上 l 耳 ゜ 」 仏 告 ニ
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竜王一、「汝今帰二
依仏―‘
掃二依法ー。」答言、「如レ是我今帰二
依
仏法―゜」是謂下畜生中受二ニ帰依一竜王為上レ首。（石山寺本巻三-24
〈五ーニ0〉)校異r隣」は、
大正新俯大蔵経にぶ5」に
作る。（石山寺本平安極初期加点による解読文）時（に）、世葬、彼の食を食シ巳（り）て、即（ち）文駁樹・文翡水・
文騎皿王（の）宮に詣（り）ヌ。彼（こ）に到（り）巳（りて）
、結
珈朕坐
ィ
（し）て、
七日思惟するに動（せ）不。解脱三昧（に）遊（ぴ）て、[而]
自（ら）娯楽（したま）フ。爾（の）時、
七日、
天より大1暴ー雨シて
極（め）て寒シ。文駁肌王自（ら）其 宮より出（で
）て、
身を以（て）
仏を過り、頭をもて仏の上に蔽（ひ）て‘[而]仏に白（し）て言（さ
イず
く）r寒にモ あ ラ不や、熱 モ あ ラ不や[邪F風の為 は[セ]
ず
諷セラレ、
日には暴（せ）られ（左アプル）不や
0蚊虻の為には触饒
（ら-
イ
セ所レ不や[邪]ごとまうすo爾(の）時、
七日の後にヽ雨止(み)
（ハレ）
て消ー明たり。時に、
龍王已に雨止（み）て消明に（なり）ヌと見て、
還（り）て身（を 解キて、復リて仏を逃セ不（なり）ヌ。郎（ち）一 りの)年[の]少（の）婆薙門を化ー作（し）て 如来（の 前に在 り て、合掌胡脆（し）て、
如来
（の）足を礼（せ）しむ[る]o
時（に）‘
世雑
七日（の）後に、
三昧従（り）起（ち）て、
即（ち）此の低を以て[而]
聞（し）て日（は）ク、「欲を離（れ）て歓喜すること架シ。法を観察するイ亦（た）槃シ。
世問には悪元シ築シ。
衆生を[於]嫉（せN小(ぁ)るをもてo・
0
ママ）
世間には欲元キ築なり。欲界を[於]越度(し)て、
0
と
能（く）我慢を伏する者、
此レ最モ第一の築なり」とのたまふ。
爾（の）時、文閑龍王、
前（み）て仏に白（し）て言（さく）、「我が
身をもて如
来を逸り、
頭をもて如来を蔭（ひ）たてまつる所以は
ず
[者]、
如来を焼遠（せむと）欲
（ひ）てには（あ）ラ不。
但（だ）如来
（の）身、
寒熱・風諷・日暴・蚊虻の為に撓（せ）所（れむかと）
恐（り）て、
是の故を以て、
仏の身を速（り）て、
頭をもて其の上に
朕フ（ら
くのみ)[耳]とまうす。
仏竜王に告（げたまはく）、「汝
今仏に帰依シ、
法に備依（したてまつ）るとイヘ」卜のたまふ。答
（へて）言（さく 、「是（の）如（く）なり。我今仏法
に帰依（したてま
つ）る」とまうす。
是（を）畜生の中に二（つ）の掃依（を）受（く）る
（＂じめ）
す
には、
龍王を首
と為といふ[謂]゜(風瓢!風に吹かれるo
日
恐ー日にさらされる。蚊虻ーカ・アプなど。）（備考）
1返
点は、
原典のそれを後世の形式に改めると共に、
必要に応じ、
私意によって袖った。
2ヲ
コト点は平仮名で表した。
3仮
名は片仮名で表した。
4原
文にあっても直接説まない漢字、
および加点者の
誤読や不必要と思われるヲコト点や仮名は、[]で包んで示した。
ヲコト点や仮名の表記の不足を、
私意によって補銃
5 
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したものは、平仮名を（）で包んで示した。
6而
点は、
原典にはないが、
文意の理解を助けるため
に、
私意によって加えた。
7引
用文を示す括弧は、
原典にはない
が、
文意の理解
を助けるために、
「」
を用いた。
昨年、
タイ国のパンコクで、
アジア競技大会が開かれた。
タイ
は、
王家を始め、
国民の九八パーセントが仏教徒の由。そのせい
か、
大会の運営はお行俄よく、
整然と進められた。
タイの選手た
ちが応援に応えて、
小楼を屈めながら両手を合わせる仕草も微笑
ましかった。
夜は盛大なアトラクションが他された。
五0米もあ
ろうかと思われる
宵色の長い帯状のものを、
大勢の人が担いで
グランドを走り廻った。
テレビを見ていたわたしには、
何か分か
らなかったが、
アナウンサーが「これはヘピです。
タイでは、
ヘ
ピは釈迦を守るものとされています」と酋うのを開いて、アンコール・ワットの仏像を思い出し
とぐろを巻き、
仏さまを乗せて
はいないが、
これは文隣而王なのだ。
インドで生まれた、
コプラ
を仏陀と仏法との守護神とする信仰は
タイを経てカンポジアに
伝わったのである。
今年六月、
NHKの衛星放送開始一0周年を記念して
、敦
煽・
トルファン
・カシュガルを結ぶシルクロードの特別放送が三B連
続で行なわれた。
わたしは特に敦姐に関心を持ち、
テレビの前を
離れず、
全部を録画した。
NHKのハイピジョンは宣伝通り素晴
らしかった。洞窟内の速面も彫刻
も、
これまでに見たこともない
ほど、
鮭明に色鮮やかに映し出されていた。
仏像は立像も坐像も
あったが
坐像
は結珈鉄坐や半珈鉄坐の姿は少なく、
腰掛けて両
足を前に出して交差するものが多かった。
中村縛士のr仏教栢大
辞典」によると
「箕坐（きざ）」という坐り方らしい。数少ない
結珈朕坐や半枷扶坐の像も、
アンコールワット展で見た、
とぐろ
を券いた大蛇に坐
っているものは見当たらなかった。
それどころ
か、
日本の仏像で見伯れた蓮台さえな
かなか見つからな
い。
これ
はどういうことであろうか。
仏教の発生地のインドで
は、
池には
述が咲き、
草原にはコプラが追っていた。蓮もコプラも身近な存
在であった。
仏典の説話や仏像の荘厳に、
蓮やコプラが登場する
のは、
自然の逍理であろう。
タイやカンポジアのように、
インド
に似た自然条件を持つ地域で、
仏典の説話や仏像の荘厳に、
蓮や
コプラがそのまま受け入れられたのも不思議では
ない。
ところが、
カシュガル
・トルファン
・敦煙のシルクロードは、
広大な砂漠を
控えた乾煤地である。
天山山脈の雪解けの地下水を利用して生活
している人々には、
池も
蓮も無緑のものである。
丈の短い草原に
はコプラも住まない。
敦燒の壁画を粛いた画エ、
仏像を刻んだ仏
師たちは、
蓮もコプラも見たことがなかったのであろ
う。
インド
や中央アジアから肪れる異国の旅行者から話に開くこ
とはあって
も、
自分の目で見たことの無い人間には、明確なイメージは浮か
ばない。
知らないものは描けないし、
作れない。
これは簡単明快
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2 
な道理である。
仏教の東漸には、南北の二道があった。南伝仏教は、
蓮とコプ
ラを伝えたが、
北伝仏教は巡を伝えて、
コプラを伝えなかった。
蓮は、
敦椛を素遥りにして、
インドから直接中国本土に伝えられ
たので ないか。中国には述が多いから、
仏陀の指定席として、
容易に受け入れられ はず
（平成―一・九・ニ六稿了）
（おおつぼ
へいじ
岡山大学名誉教授）
（補説）解説曹の「仏伝の一場面」が、
文騒龍王の話であること
が分かったので、
大正新脩大蔵経の索引で調べたら、
同じ龍王の
似たような話が幾つか見つかっ
た。
仏典の名と類似の文句を紹介
しておく。
ただし、
解説審の内容に最も近いのは、
r四分律』で
ある。
弥沙塞部和酸五分律
巻第一五（大正新脩大蔵経一0三頁）
「文
鯰龍」、r雨七日」、r今雨可レ畏。
我寧可下化二作
大
身一‘
饒
i仏七匝-‘
頭覆二仏上―‘
勿上レ使下風雨蚊虻悩虫乱枇埠
%」、r龍見二雨止空中消明―°捨二碁本形
一、
化二作年少―°
稽レ首白レ仏‘
r我化二大身一囲二繰
七
匝
l頭覆二仏上―°
欲
芯以煕二蔽凪雨一
蚊虻不上レ為二触悩―。と‘「世間離レ欲梨、
能伏二我慢一者
是為二最上柴一
0」
、「汝可下帰二依仏ふ岱'
依
法
上。
」
仏説太子端応本起経
咎下（大正新脩大蔵経四七九頁）
r龍有二七頭I
o羅覆二仏上―°欲＝―-以障二蔽蚊虻寒暑ー。」、「龍
化二作年少道人ー。」、「仏得レ鉦�レ寒
、得
レ無レ熱。得レ無下
為二蚊虻―所中競近上耶」「仏告二瀧王―‘
r汝当下復自帰二於
‘仏＿、
自帰二於法＿、
自怖中於此丘僧上。J即受二自保＿、
諸
畜生中、
是龍為二先見一k仏。」、「文麒粒龍」
3六
度集経
巻第七
（大正新脩大蔵経四二頁）
「龍名二文隣ー」、．「以二七頭―覆二仏上ー。」、「畜生之
中、
帰レ
仏先化、
斯龍為レ首。」
4倶
舎論疏
巻第一（大正新脩大蔵経四五四頁）
r食巳詣二文麟竜宮―°到已同レ前入レ定。
天雨七日、
乃至龍
王以レ身涵レ仏、頭蔭二仏上一等第六七日也。」
研究室受贈図書雑誌目録曰
（平成十二年一月1十二月）
四．
i
八・一九•四0•四―
•四二（秦恒平）
国文学年鐙（国文学研究資科館）
平成九年度
続•平家物語の成立（千薬大学大学院社会文化科学研究科）名古屋大学所蔵古典籍国街総合目録（名古琺大学附屈図紐館名古屋大学蔵漢籍目録樅（名古屋大学附屈図む館）陽明文庫蔵葉林抄〔翻刻〕 安田女子 言語文化研究所日本束洋研究部門） 湖の本
単行本
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